
　地域の医療機関のご関係者の皆さま、はじめまし
て。私、この４月に当機構の人事異動により事務部
長に就任しました山北真一郎と申します。
　皆さまには日頃よりJCHO横浜中央病院の運営に
ご協力、ご尽力をいただき誠にありがとうございま
す。微力ながら当院の基本理念であります「温かい
心と気配りの医療」のもと、地域に密着した病院運
営に努力したいと考えておりますので、よろしくお
願いいたします。

山北 真一郎事務部長

『事務部長より就任のご挨拶』
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新しく横中に加わった医師を紹介します

小林 悠 医師
腎臓・人工透析内科
（こばやし ゆう）

芳賀 大生 医師
消化器内科
（はが だいき）

河田 洲 医師
消化器内科

（かわだ しゅう）
家口 龍馬 医師

整形外科
（かぐち りょうま）

白石 紘子 医師
整形外科

（しらいし ひろこ）
大山 健太郎 医師

脳神経外科
（おおやま けんたろう）

明城 悠 医師
 泌尿器科

（あかぎ ゆう）
高山 一希 医師
歯科口腔外科

（たかやま かずき）

須澤 綾友 医師
臨床研修医

（すざわ りょうゆう）
根本 悠太 医師
臨床研修医

（ねもと ゆうた）
井上 隼輔 医師
臨床研修医

（いのうえ しゅんすけ）
宮部 湧仁 医師
臨床研修医

（みやべ ゆうと）

4月１日付採用 4月１日付採用 4月１日付採用 4月１日付採用

4月１日付採用 7月１日付採用 4月１日付採用 4月１日付採用

4月１日付採用 4月１日付採用 4月１日付採用 4月１日付採用
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検査項目

実施日

費　用

依頼方法

糖尿病合併症のスクリーニング検査のお勧め

　当院では地域住民の糖尿病合併症の重症化対策に取り組んでおり、その中で今回は糖尿病合併症ス
クリーニング検査をご紹介します。糖尿病合併症スクリーニング検査は糖尿病合併症に関連する検
査を2日で行うことができます。検査結果は、患者さんに直接説明するとともに、紹介元に書面にて報
告いたします。異常が見つかった場合は当院の専門科に自動的に引き継がれ、追加検査や治療に進みま
す。糖尿病自体に対する治療は、引き続き地域の先生方にお願いする形になります。

1日目：
（午前中）

※検査依頼書は当院のホームページより入手できます
　FAX：045-681-9542

糖尿病スクリーニング検査依頼書

2日目：
（午前中）

眼底検査等、採血・採尿、ABI、PWV、頸動脈エコー
眼科・腎臓内科・血管外科・脳神経外科を受診

火曜日・金曜日
当院から直接患者さんに連絡し、検査日を決定します。

1日目・2日目ともに約2500点（計約5000点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 …3割負担で各7,500円
※初診・再診・検査処置の内容によって金額は前後いたします。

総合診療科宛の糖尿病スクリーニング
検査依頼書を地域サービスセンターに
FAXしてください。

歯周病の検査等、心電図、胸部レントゲン、心エコー
歯科・循環器科・総合診療科を受診
加えて栄養課による栄養指導を行います

糖尿病重症化予防対策委員会メンバーです
よろしくお願いします
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おわりに…
　コロナワクチンの接種も進みつつあります。地域医療はコロナ禍で大きく変化しておりますが、立ち止まって
いる訳にはいきません。
　感染を警戒しつつも、しっかりと対応しなければ医療、介護が滞ります。JCHO横浜中央病院はこれまでの連携
を維持しつつ、新しい形での地域連携も模索してまいります。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

副院長兼地域ケアサービスセンター長　大岩功治

米澤　仁臨床検査技師長

JCHO横浜中央病院臨床検査科米澤と申します。
当院の検査科の人員構成は常勤15名、任期付職員1名、非常勤職員2名の総勢18名、新人から超ベテラ
ンまで協力して頑張っております。専門性の高い分野では認定資格など取得し臨床へ貢献しております
し、又、業務分担も適宜行い臨床ニーズに対応できるよう努力しております。

他職種との連携では、採血業務担当の看護師が1名採血室に配置されており検査技
師と協力しながら採血業務を行っております。医師との連携では生理機能検査スタッ
フが経皮的ラジオ波焼灼療法（RFA）の介助でエコーガイドという重要な役目を担い
臨床へ貢献しております。

新型コロナウイルス感染症（SARS-CoV-2、COVID-19）の検査に関しては
2020年9月よりイムノクロマト法によるSARS-CoV-2抗原とLAMP法による
SARS-CoV-2RNAの検出を開始いたしました。更なる臨床ニーズ対応として2021
年5月1日より休日夜間専用機としてID-NOWインスツルメンツを導入し
SARS-CoV-2RNA検出の時間外対応を実現しました。

地域の皆さんに少しでもお役にたてるよう益々精進してまいり
ます。
宜しくお願いいたします。

日々変化する医療情勢に対応できるよう当科は基本理念を掲げます。

医療従事者としての自覚を持ち、精度の高い検査結果を迅
速に提供すると同時に、質の高い医療を患者さんに寄与す
ることを目標としております。

外部精度管理調査に積極的参加し検査の
標準化と精度向上を目指しています。

日進月歩、変化していく医療体制に適応
し高いスキルや豊富な知識を取得する努
力を怠りません。

1.

2.

3.

臨床検査科紹介
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独立行政法人 地域医療機能推進機構
Japan Community Health care Organization

JCHO（ジェイコー）

横浜中央病院
Yokohama Chuo Hospital

〒231-8553 横浜市中区山下町268番地
TEL : ０４５-６８１-９５３４（地域連携室直通）
FAX : ０４５-６８１-９５４２
E-mail : chiikirenkei@yokohama.jcho.go.jp
URL : http://yokohama.jcho.go.jp

★発行年月日 2021年7月1日　発行編集　広報委員会　※ご意見、ご要望がございましたら地域ケアサービスセンターまでご連絡下さい。


